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令和６年度 柏原市立堅上中学校 部活動に係る活動方針 

 

１．部活動の意義 

スポーツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養，互い

に協力し合って友情を深めるといった好ましい人間関係の形成等に資するものであり、教

育課程において学習したことなども踏まえ，自らの適性や興味・関心等をより深く追求し

ていく機会である。 

 

２．部活動の目的 

部活動は、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであり、単に、知

識・技術・競技力を向上させるだけでなく、多様な活動・経験を通して、人間的な成長を

めざすことを目的とする。また、部活動は生徒指導の重要な柱の一つとの共通理解のも

と、挨拶や礼儀を大切にする規範性の高い生徒を育てる視点に立ち、より一層の活性化を

図る。 

 

３．運営について 

（１） 部活動顧問（以下、「顧問」という。）は、年間の活動計画並びに毎月の活動計画

を作成し、計画的な活動を行うとともに、保護者にも提示し理解と協力を得られるよ

うにする。 

（２） 顧問は複数で担当することを原則とし、過度の負担が生じないよう努める。 

 

４．部活動を行わない日（以下、「休養日」という）及び活動時間の設定 

休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が、運動、食事、休養及び睡眠のバ

ランスのとれた生活を送ることができるよう、以下のように設定する。 

（１） 週当たり平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日のうち少なくとも１日を休養日

とすることを基本とするが、土曜日及び日曜日に大会参加等で活動した場合は、休養

日を他の日に振り替える。なお、振替は１週間以内を基本とする。 

（２） １日の活動時間は、平日では２時間、学校の休業日（学期中の週末を含む。）は３

時間を基本とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的な活動を行う。なお、早

朝練習の時間も上記に含めるものとする。 

（３） 長期休業中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分に休

養を取ることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよ

う、ある程度長期の休養期間を設けることに配慮する。なお、夏季休業中及び冬季休

業中の学校閉庁日は休養日とする。 

（４） 下記の期間は原則活動を休止する。なお、学校行事、学校体制、気象条件等により

活動を休止する場合がある。 
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   ①定期試験の1週間前から試験終了までの期間（ただし試験最終日は除く） 

   ②教職員全員参加が原則の職員会議や合同会議、学校内外の研修会等 

   ③８月中旬及び年末年始等の学校閉庁日 

（５） 下校時間は１７：００とする。 

（６） 土曜日、日曜日及び祝日等の警報発令時の部活動については以下とする。（ただ

し、公式戦の場合は当該大会の実施要項等に基づき対応することとする。） 

○ 朝６時３０分の時点で、柏原市に「暴風警報」または「大雨警報」及び「特別警

報」（大雨、暴風、暴風雪、大雪が対象）【以降、「対象となる警報・特別警報」

と表記する】が発令されている時は、午前の活動を中止とする。 

○ 午前１０時までに、「対象となる警報・特別警報」が全て解除された時は、１３

時より活動を可能とする。 

○ 引き続き、午前１０時の時点で「対象となる警報・特別警報」のいずれかが発令

されている時は、部活動は中止とする。 

○ 部活動中に「対象となる警報・特別警報」が発令された時は、速やかに活動を中

止し、通学路等の安全面に十分配慮し下校させる。 

○ 「対象となる警報・特別警報」がすべて解除になった場合でも、生徒の安全を第

一に考え保護者が危険と判断される場合は活動を見合わせる。 

○ ＪＲ大和路線や近鉄大阪線が不通になった場合や、自然災害により道路が危険と

判断される場合等は、臨機応変に対応する。 

 

５．指導について 

顧問は、適切な指導方法、コミュニケーションの充実等により、生徒の意欲や自主

的、自発的な活動を促す。 

 

６．部活動の設置 

 設置している部活動は以下とする。 

＜運動部＞ ○ソフトテニス（男・女） ○バドミントン（男・女） 

 

７．その他 

（１） 事故の未然防止のため、施設・設備の点検を定期的に実施する。 

（２） 無理のない安全な活動メニューを心掛け、自主的に行うことを基本とする。 

（３） 大会参加や練習試合等については、日程等に十分配慮し、過度な負担とならないよ

うにする。 


